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問題解決の主体と対象の関係を現実の問題構造に合わせて多階層モデ
ル（Multi-Strata Model）として表現する。多階層モデルは、広範囲な
問題領域（設計問題、診断問題、自動プログラミング等）に対応できる。
問題解決の主体と対象を知識表現する言語としてＫＡＵＳ（Knowledge
Acquisition and Utilization System）が研究開発されている。本試作
では、産業界でＫＡＵＳを用いた実システムを構築できるように、ＣＯ
ＲＢＡ準拠、オブジェクトの永続化の機能追加モデル化試作を行った。
（１）ＣＯＲＢＡ処理部の機能
知識処理以外の従来型計算処理機能との協調利用を、分散オブジェク

ト技術の世界標準であるＣＯＲＢＡ（Common Object Request Bro-
ker Architecture）に則ったインターフェースにより実現する処理部を試作した。
（２）永続オブジェクト作成部の機能
知識ベースシステムは使われてゆくに従い、知識が蓄積されてゆくものである。従って、知識処理オ

ブジェクトが非活性化（ソフトウェアのプロセスが終了）するとき、自動的に永続的な記憶領域に記憶
されると共に、知識処理が起動された（活性化された）ときは、永続的な記憶領域の知識を持って立ち
上がる機能が有効と考え、試作を行った。永続オブジェクトとなった知識ベースシステムをサーバオブ
ジェクトとして、相互に協調して推論処理を進めるための機能を実現できた。
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